
中国地区英語教育学会研究紀要Na8 ( 1978 ) 

指導技術としての英問英答

広島大学大学院

川尻武信

1 はじめに

問答の歴史は，ギリシア時代にまでさかのぼれるように，問答は，古い歴史を持つ指導法であ

り，今日においても，それは，教育のいろいろな方面で活用されている。外国語教授の場合も，

語いや文法事項を教えたり，学習者の学習状況を把握したりするために，問答は広〈活用されて

いる。目標言語，つまり英語で問答を行なえば，英問英答と言えようが，一般的iと，英問英答とは，

自由会話の前段階で既習の文型などをある程度機械的に練習する乙とである。本稿でも英問英答

をとの意味lととる。以下，教授者が英間英答を行なう際留意すべき点を述べる。

2 質問の目的

教授者は質問をする際，まず何の為質問するかと言う事を考えなければならない。教授者によ

る発問の目的lと関して， French (①:叩)は次のいずれかであると述べている。

① 興味をひきおとすζ と

① 知っている事を言わせ，それをもとに授業内容をより発展させること

① 学習した事が定着しているかどうかテストするとと

@復習すること

@ 思考を刺激するとと

さらに，上述の目的は，初級段階より後の段階でしばしば存在するが，質問の第 1目的となり得

ないとし，学習者lと正しく話させる事が質問の第 1の目的だと Frenchは述べている。つまり，質

問や応答が母国語で行なわれないので，教授者は学習者から内容よりも正しい表現形成を持つ応

答を先ず引き出す必要がある。

5 よい質問

次lζ，教授者は，どうすれば良い質問が出来るかを考えなければならないo Huebener ( @ : 

121)は，良い質問とはについて次の 6項目をあげている。

① 明確で簡潔に質問されていること

①思考を要求する質問であるとと

① 個人差を考慮した質問であること

@短い言葉でない答えを要求する質問であるとと

@ ただ lつの考えを含む質問であること
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@ 教授者側の質問の目的がはっきりしている ζ と

そして， Huebener は，教授者の質問の大部分をくり返して応答する/1寺が多い初期段階では，腕答

が暗示されている質問は望ましくないと言えないとしている。上述の 6項目は，教授者の質問技

術の原則とも言えようが，外国語教授において，記惜した内容をチェックする為の質問(記憶質

問)が構成，推理，鑑賞，類推等の機能を結集して経験的，反省的lと答えさせる質問(思考質問)

より多い事を考える乙と(① 107~1回) ，②は，必ずしも残りの 5項目と同列にならべられな

いのではなかろうか。

上記の 6項目以外lζ，学習者がすすんで答えようとする綾な質問である乙と，館副ζは，易から

難への配列がなされているととなどが付け加えられよう。

4 英問英筈の型

教授者は，自分の好みの疑問形だけを学習者lζ練習させたり，教授者がいつも質問ばかりして

はいけない。自由会話lζ進む為lζ，学習者は，いろいろな型の文を練習しなければならない。そ

ζで，英問英答の型を系統的に捉えておく必要性がでてくる。乙れに関して， Palmer ( @ : 63~73) ， 

Gauntlett ①:倒~ω)， Gurrey .( @:白~96 ， 101 ~ 106， 136 ~ 138)による英問英答の型の

分類が代表的なものであろう。 Gurreyの場合は，読解をチェックする為の英問英答の型であるの

で，乙こでは， Palmerと Gauntlettの場合を略述する。

Palmerは，質問を①一般疑問文(Yes， Noで答えるもの)②選択疑問文(聞いが AorBと言う

形をとるもの)①特殊疑問文(疑問詞を用いるもの)Iと分け，長さによって，質問を①短い質問

(例:“Whatmust you have when you write ? "①長い質問(例:“Whatis it necessary for anyone 

to have ifhe wants to write a letter or postcard ? " に，応答を① laconicanswer (例:“ Isthis a table ? " 

lと対して“ Yes.")① short answer (例:向上の疑問文lζ対して“ Yes，it is. "')① long or 

echo-Iike answer (例:向上の疑問文に対して“ Yes，it is a table. .. )とに分けている。

I欠l乙， Gauntlettは，質問と応答の文型によって質問と応答が統語的lζ同じ型のもの (homo-

syntactical question-answer work )例:“ Areyou there ? .. “Yes，l'm here." ， @質問lζ対し応答

が統語的lζ一部異なるもの(homo-hetero-syntacticalquestion-answer work) 例:“WiIIyou be there?" 

“YeS，I think I'I! be there. ..①質問と応答が統語的lζ異なるもの (hetero-syntacticalquestion-answer 

work) 例: “You Iike chocolate， don't you ? .. “Yes， when 1 feel unusually tired." IC分けて

いる。

5 コミュニケーションをめざす英問英答

英問英答は，反復練習ほどJI1調にはならないが英語の型の練習であるので操作活動が支配的に

なりがちである。しかし，英問英答は，自由会話の前段階であるから，その練習を傑作活動から

コミュニケーション活動へ移行するように教授者は留意する必要がある。そのためには，視聡覚

教具などを使用して，質問範囲を広げたり，場面を教室内だけに限定しないで学習者iζ興味のあ

場面を設定するなどの工夫がいる。
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英no英答が，I:栄作活助lζ終始しないため，そこで行なわれる問答と史際のコミュニケーション

で行なわれる会話との迎いも教授者は，充分認識しておかねばならなL、。外国話学習を目的とし

て意図的に行なわれる対活つまり川容と， '1，刊誌の伝i主を目的とした自然な対話つまり会話と lζ~

いがあるのは言うまでもない ζ とであるが，問題l;t，どのような迷いがあるかという乙とにある。

乙の点iζ関して，町chards (@: 136 "'-.141)は，テキスト iとあらわれる一般疑問文の答え方と

実際の発話でのその答え方の相違を述べている。

Richards によると， Yesか Noかの有無，間いとなっている疑問文の動詞か助動詞かのくり返

しを含む文の有無などによって，一般疑問文の答え方を 6つに分けている。 Class1 は， Yesか No

かだけの応答であり， Class 1I は， YeSか Noかに問L、となっている疑問文の動詞か助動詞かの

くり返しを含む文が付加される応答である。 ClassIIIは，問いとなる疑問文の動詞か助動詞かの

くり返しを含む文はないが， Yesか Noかに肯定や否定を表わす表現が付加されている応答であ

り， Class Nは， YesもNoもなく，問いとなる疑問文の動詞か助動詞かがくり返される文を含

む応答である。 ClassV は， certainlyとかofcourseなどの Yesや Noと同義の表現からなる応答

であり， Class VIは， Yesも Noもないが，応答文の文脈から肯定か否定かが別解できる応答で

ある。“ Areyou llritish ? "与を例lζとると，次のようになる。

Class 1 Yes. / No. Class 11. Yes， 1 am / No I'm not. 

Class III Yes. From London. Class N 1 am. 

Class V Of course Class VI I was born in England. 

上述の分類を基lζ，現代小説iζあらわれている会話(表 1で writtenEngJish corpus ) ，ネィテ

ィブスピーカーのインタビューを録音したもの(表 lで spokenEnglish coゅus) ，テキストをそ

れぞれ分析し， Richardsは次のような結果を出している。

表 1， 一般疑問文の答え方-Richards による分析の場合

Class Class Class Class Class Class 質問数 調査

II 1II IV V VI の総計 対象

Total 78 22 104 28 117 226 575 Written English 

Percent 13.56 3.83 18.09 4.87 20.35 39.30 100 corpus 

Total 27 32 68 20 50 89 286 Spoken English 

Percent 9.44 11.19 23.78 6.99 17.48 31.12 100 corpus 

Total 5 135 9 20 18 33 220 Text book A 

Percent 2.27 61.37 4.09 9.09 8.18 15.00 100 (First Year) 

Total 2 44 11 45 19 4 125 Text book A 

Percent 160 35.20 8.80 36 15.20 3.20 100 (Secoun Year) 

Total 30 229 19 40 21 50 389 Text book B 

Percent 7.71 58.57 4.89 10.28 5.40 12.85 100 

Total 122 94 217 Text book C 

Percent 56.22 43.32 0.46 100 

Total 994 994 Text book D 

Percent 100 100 
Tota1 718 11 730 Text book E 

Percent 98.35 1.51 0.14 100 

( @: 139 ) 
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どのテキス卜も ClassIIが段も多いが，自然の発話では， Class VIが段も多く， Class II は，

比較的少ないことがとの表からわかる。との結果から， Richardsは，答え方の困難度および実用

J立を考えると ClassIIを必要以上lζ重視する理由はないとし，初期段階の学習者には， ClassII 

でなく， Class 1を教慢すればよいとしている。

Richardsのこの主張は，前述のHuebenerがよい質問として掲げている 6項目の第 4番目と対立

する。答えの文の内容だけでなく柿造にも注意を払うとき応答は，なるべく長いほうがよく，

. Class 1よりClassIIのほうが重要になる。一方，内容面だけから答えの文をみれば， Class 1で充分

と言える。 Class1 かClassIIのどちらを指導するかは，学習者の学習段階による。しかし， Class 1 

かClassIIかどちらを先に導入するかに関しては，容易さと実用住からみて， Class 1を先lζ導入す

べきではなかろうか。

日本で現在使用されている 3つの中学校教科書 (New l/orizon， New Prince， Totalでいずれも

本文のみ)をRichardsと同線の方法で分析すると以下のようになる。

表 2 一般疑問文の答え方一日本の教科書の場合

Class Class 
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分析の結果，日本の教科苦も， Class IIが最も多い場合がほとんどであり，いずれの教科書:も

Class IIがはじめに導入されている ζ とが明らかになった。他のClasses，ζ対するClassnの割合と

Class IIからの導入はともに充分検討する必要があろう。
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6 おわりに

英問英容に関して，教使者が留意すべき点を 5つの同点から述べてきたが，指名する際の指導

h百四l(例えば，質問のあとに指名することなど)，学習者が数段者の質問iζ答えられないときの

対処の仕方，学習者からの質問の対処の仕方などふれなければならない点を多く践した。しかし

ながら，教授者が発問する際lζ留意すべき点はほぼ概卸できたのではなかろうか。
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